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＜連絡事項＞
・特になし。

＜患者様連絡事項＞
・中村　徳子様～本日9:30夫の迎えで外泊へ出かけています。8/31（土）17:00帰院予定。

・船場　幸子様～通帳記帳、サンデーでの買い物の為外出している。

・續石　啓介様～14:00計画相談員、大粒来氏来院。施設入所の申請書を記入している。八太郎山養護園とワークキャンパスの2か所に入所順番待ちの申請をしている。また、車椅子を新しく注文する予定となっているが、3ヶ月以上は時間がかかるとのこと。現在父が癌末期で、ご家族負担が大きい事から、今後も日用品の注文は大粒来氏に依頼して欲しいと話されている。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～各食全量摂取し嘔気なし。病棟プログラム参加し、身体不調の訴えなし。車椅子の圧迫により左踵部に水疱あり。皮膚科Dr.指示の処置施行する。

・藤井　孝蔵様～各食メイバランスのみ摂取。不機嫌な表情で独語している。午後には
突然オーバーテーブルを投げたり、点滴を自己抜去する行為があり。声掛けには滅裂な内容で返答し、眼光の鋭さみられている。

・石戸谷　愛子様～本日ゼロの会で、酒歴発表を実施。原稿用紙にまとめられたものを元に話され、今回夫の目を盗みまた飲酒してしまった事を後悔しています。今迄は自分の気持ちを夫に伝えるのも我慢していたが、退院してからは伝えるようにしますと話されている。他病棟の患者様の酒歴発表の際も真剣に聞かれており「とても勉強になりました」と伝えられている。 

＜皮膚科診察情報＞
・續石　啓介様～特に変わりはないとの事。同処置継続となり、軟膏も残あり、処方なし。

・藤井 孝蔵様～①腰背部と右踵部、発赤、皮膚びらん→テラマイシン軟膏+ガーゼ　Rp）テラマイシン軟膏1本②両足趾混濁肥厚変動→テルビナフィン外用液　Rp）テルビナフィン外用液1本

・赤石　陽介様～①両肘に発赤、小丘疹集簇、痒み（+）→デルモゾールDP軟膏塗布②その他特変なし③左踵に発赤、水疱、疼痛（+）→テラマイシン軟膏+ガーぜ　Rp）デルモゾールDP軟膏2本OTで車椅子使用時に左踵の圧迫があったとの事。湿度も高く、同部位の圧迫により皮膚トラブルとなっていることで、配慮して観察と介助を要する。

・向井　敦子様～両下肢のむくみについて皮膚科Dr.に相談している。皮膚科Dr.より主治医に相談するよう説明している。両下腿浮腫あるも皮膚トラブルはなし。両足趾爪白癬あり、テルビナフィン外用液処方となる。

・淡路　智恵子様～①臀部：漸次軽快。同前処置。②両趾爪を剪る。同前処置。
Rp）エキザルベ　1本

・井上　和美様～特変なし。同前処置。

・高橋　康満様～両手首周辺、手の届く体幹、背部に掻き傷あり。同内容処方あり。処置継続。
・十日市利　喜様～特変なし。同前処置。　

＜村上Dr.診察情報＞
・高橋　康満様～皮膚に掻き傷あることを主治医に報告している。皮膚科で同様に内服薬と軟膏処方になっていることも自分で報告している。

・中野渡　鉄男様～表情穏やか。不安感の訴えなし。

・田端　和行様～床屋で散髪出来た事を主治医に嬉しそうに報告している。不安感の訴えなし。
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・十日市　利喜様～床屋で散髪出来た事を主治医に嬉しそうに報告している。不安感の訴えなし。
